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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

２．活動スケジュール

2025年7月~8月　感触あそび

2025年9月　素材あそび

2025年10月　季節の色あそび

2025年11月　自然あそび

2025年12月～1月　色のあそび（赤・青・黄色を使用しての制作のあそびや色探し）

2026年2月　色あそび（白・黒・カラフルの制作あそびや色探し）

2026年3月　表現あそび

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

おれんじオハナ西葛西保育園

東京都江戸川区西葛西5-8-3

3号棟1階

色

乳幼児期は感覚を通して世界を知る大切な時期であり、「色」は子どもにとって最も身近で興味を引く

要素です。色は感情や自己表現と深く関わり、好き嫌いや安心感にも影響します。当園は乳児や医ケア

児を含む多様な子どもたちが在籍し、日々の遊びや行事で色と触れ合う環境が整っています。この強み

を生かし、感触·視覚·表現の3方向からアプローチする活動を通して、子どもの好奇心と感性を育みま

す。

＜テーマの設定理由＞



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

7月～11月は、絵の具、寒天、春雨、色水など多様な感触素材を用意し、季節や行事に合わせた色を取

り入れた。オーガンジーを室内に設置し、透け感や色の重なり、光の変化を楽しめる空間を構成した。

また、同じ素材を１～２週間継続して使用することで、素材への慣れや安心感を育むようにした。

8月・9月は屋内活動が中心となるため、色水・小麦粉粘土・スライムなど扱いやすく安全な素材を用意

し、週ごとにテーマを設定して提示した。色のついた玩具や布も取り入れ、「赤だね」「冷たいね」な

ど言葉を添えながら、色や感触に気づけるようにした。

10月・11月は秋の自然素材（落ち葉・どんぐり等）や季節の色を取り入れ、視覚と触覚の両面から季

節を感じられるよう工夫した。

12月以降は、日本子ども色彩協会の教室活動を週2回導入し、月ごとのテーマカラーに沿った教材や制

作素材を準備した。

1月・2月は色と色名が示された色彩カードを日常保育にも取り入れ、室内外で色探しができるようにし

た。週案の中でもテーマカラーを設定し、制作や遊びと連動させることで継続的な活動となるようにし

た。

子どもが安心して探索できるよう、素材の量や配置、安全面に配慮しながら落ち着いた環境づくりを

行った。

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

7月は寒天や色水を使用し、手や指で直接触れながら感触を楽しむ「感触あそび」を実施した。素材の

冷たさややわらかさを感じられるよう、十分な量と広さを確保して行った。

8月は小麦粉粘土やスライムを取り入れ、握る・伸ばす・ちぎるなどの動きを通して、感触の違いを味

わう活動を行った。色を加えることで、視覚的な変化も楽しめるようにした。

9月は透ける布や寒天など様々な素材を用い、見る・触れる・混ぜる素材あそびを展開した。素材に繰

り返し触れられる環境を整え、じっくり関われる時間を設けた。

10月は秋の色（オレンジ・黒・紫）を取り入れ、季節に合わせた色あそびを実施した。室内環境にも色

を取り入れ、視覚的に季節を感じられるようにした。

11月は落ち葉やどんぐりなどの自然物を使用し、色や質感に触れる自然あそびを行った。戸外活動と連

動させながら、自然の色に目を向ける機会をつくった。

12月からは外部講師による色彩活動を週2回開始し、赤・青・黄色をテーマにした色あそびを実施し

た。基本色に焦点を当て、選ぶ・比べる活動を取り入れた。

1月は色彩活動を継続し、色彩カードを使った戸外での色探しや制作活動を行った。生活の中にある色

と結びつけながら活動を展開した。

2月は白・黒および多色をテーマに、外部講師による色彩活動を継続した。色の組み合わせや対比を取

り入れた活動を実施した。

3月は年間のまとめとして、好きな色を選び自由に制作や表現を行う活動を実施をする予定。



＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

活動の様子は、日々の記録や写真、昼礼での職員共有をもとに整理した。活動を通して、子どもが自ら

素材や色を選ぶ姿が多く見られるようになってきた。12月以降は、特定の色を繰り返し選ぶ児や制作時

に指差しで意思表示をする姿が見受けられ、選択行動がより明確になってきている様子が見られた。

探索の持続については、当初は短時間で離れる児も見られたが、同素材を継続して提示することで関わ

る時間が徐々に長くなる傾向が見られた。寒天あそびでは混色を繰り返しながら長く触れて楽しむ姿

や、色水の変化を何度も確かめる姿が見受けられ、素材への探索的な関わりが深まっている様子が見ら

れた。

共同注意の場面では、色が変化した瞬間に保育者と視線を共有する姿などが見られ、色や素材を媒介と

した関係形成が見受けられた。

語彙面では、1月以降「赤」「青」など色名を自発的に口にする姿が見られるようになり、「あか、

あった」「これ、あお」など実体験と結びついた言葉の使用が増えてきている様子が見られた。

また、活動初期には感触素材に触れることをためらう姿も見られたが、活動を重ねる中で自ら手を伸ば

す姿も見受けられるようになり、素材への関わり方に変化が見られた。

保育者は「赤を選んだね」「混ざって緑になったね」など子どもの行動を具体的に言葉にして応答する

ことを意識した。このような関わりは、子どもが繰り返し試したり探索したりする姿につながっている

ように見えた。

また、外部講師である日本子ども色彩協会の活動を通して、色彩カードを用いた色探しや色の言語化な

どの関わり方を日常保育にも取り入れることができ、保育者の観察視点の共有にもつながった。

活動中の子どもの変化は昼礼の時間を活用して職員間で共有した。このような情報共有により、パート

職員も子どもの興味や発達の様子を把握し、園全体で一貫した関わりができるようになってきている。





年間を通して「感触→色→表現」と段階的に活動を展開したことで、子どもたちの選択行動、探索の持

続、語彙の獲得、子ども同士や保育者との関係性の面で変化が見られた。

活動初期は提示された素材に触れることが中心であったが、活動を継続する中で自分の興味のある色や

素材を選んで関わる姿が増えていった。制作や色あそびでは特定の色を繰り返し選ぶ児や、色カードを

見て指差しで意思表示をする姿が見られるようになり、子どもの好みや安心できる関わり方がより明確

になっていった。

同じ素材を継続して提示したことで活動に関わる時間も徐々に伸び、寒天あそびで繰り返し触れて感触

を楽しむ姿や、色水を何度も混ぜて色の変化を確かめる姿が見られ、素材への探索的な関わりが深まっ

た。

また、活動を重ねる中で「赤」「青」など色の名前を自発的に口にする姿が増え、「あか、あった」

「これ、あお」など実体験と結びついた言葉が見られるようになった。子ども同士でも隣の子の様子を

見て同じ色に手を伸ばす姿などが見られ、色や素材を通した自然な関わりが生まれていた。

さらに、外部講師である日本子ども色彩協会の活動を週２回導入したことで、色彩のテーマや教材が整

理され、色に着目した活動を継続的に行うことができた。外部講師の活動を通して職員も色彩に関する

視点を学び、子どもの行動や反応を観察する視点を職員間で共有することにつながった。

一方で、活動の様子を保護者へ伝える発信方法には課題も残った。次年度は、活動のねらいや子どもの

育ちの視点を簡潔に添えながら、より分かりやすい形で保護者へ共有していきたい。

＜振り返りによって得た先生の気づき＞


